
～定年再雇用と女性活躍推進～
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Ⅰ．会社概要

設立 平成8年10月1日

資本金 3,000万円

売上高 14億5,000万円（平成29年度）

車両保有台数 140台（受託車両30台含）

事業内容 乗合バス（兵庫県西播磨地域）
貸切バス・高速バス・旅行代理業
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従業員数 従業員
内シニア運
転士

内女性運転
士

H30.4現在 199名 19名 8名

＜企業理念＞
地域共栄 未来創成

神姫バスグループの一員として、
路線バス、貸切バスの運行を通じて、
お客様に満足していただけるようなサービスを提供し、
地域社会の発展に寄与しています



安全に関する基本理念

「安全は全てに優先する」
お客様を目的地まで「安全」且つ「快適」に

輸送することが、私たちの最大の使命です

環境保全、地域貢献活動にも積極的に取り組む中で、

お客様の安全・安心を第一に、法令を順守し、

安心して乗っていただけるバスとして、

地域の皆様に親しまれています
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Ⅱ．生涯現役雇用制度

① 定年制の廃止
② 定年年齢を 70 歳以上とする制度
③ 70 歳以上まで継続して雇用する制度

年齢にかかわりなく

意欲と能力に応じて

働くことができる

高年齢者などの再就職の

援助・促進

高年齢者雇用確保措置の

実施義務化

高年齢者が地域で

働ける場や社会を支える

活動ができる場の拡大



２‐１．制度導入に至る背景

経験豊富な高齢者の力を最大限に活用

地域社会へ更なる貢献を果たすことが企業としての責任

「平成26年度地域別生涯現役社会実現モデル事業」に応募

近畿地域におけるモデル企業として選定



２-２．４つの課題と対応

１ 加齢に伴う被災リスクの
軽減

・屋内車庫照明の改善
・健康診断（年２回）
・運転適性診断の活用

２ モチベーションのアップ
・再雇用時に家族の同意
・福利厚生施設の充実

３ 雇用・勤務形態の多様化 ・多様な雇用・勤務形態
・賃金体系の整備

４ 職域の拡大とライフプラ
ンの支援

・指導育成プランの作成

・ライフプランセミナーへ
の参加



2‐3. 導入する際の課題と対応

社内検討委員会の設置

全員を対象とした説明会



生涯現役継続雇用制度導入アンケート
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アンケート結果

Q．何歳まで働きたいか？

必要としてくれるなら４７％、７０歳まで１６％計６３％

Q．働きたい理由？

生活費等金銭面、仕事をしていたい（健康維持）

Q．最も重視すること？

労働時間・休日・休暇

Q．働くことに対しての不安？

健康面・視力・体力・気力の低下
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□H27.8 屋内車庫照明をLEDへ変更（高齢者雇用安定助成金）

⇨ 懐中電灯を使っての不自由な姿勢で行っていたが、

簡易な修理等もできるようになった

取組事例 １
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□H27.12 シニア運転士の再教育

⇨ ６５歳以上の運転士に適齢診断を活用し、

自己理解を深めた
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取組事例 ２
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取組事例 ３

□H27.12 再雇用時に家族の同意

⇨ 「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」

（国土交通省策定）を基本とした健康管理
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法定項目 法定項目以上の診断実施

① 既往歴及び業務歴の調査、喫煙歴、服薬歴などの調査

② 自覚症状及び他覚症状の有無の検査

③ 身長、体重、視力及び聴力、腹囲の検査

④ 胸部エックス線検査及び喀痰検査

⑤ 血圧の測定

⑥ 貧血検査（赤血球数・血色素量） ヘマトクリット値・MCV・MCH・MCH・

⑦ 肝機能検査（GOT（AST）・GPT（ALT）・γ-GTP） アルカリフォスファターゼ・クンケル・総蛋白・アルブミン・A/G比・
総ビリルビン・乳酸脱水素・尿素窒素・クレアチニン・尿酸

⑧ 血中脂質検査（LDLコレステロール・HDLコレステロール・
トリグリセリド（中性脂肪））

総コレステロール

⑨ 血糖値 or HbA1c ペプシノーゲンⅠ・ペプシノーゲンⅡ・ペプシノーゲンⅠ／Ⅱ・
Ｃ反応性蛋白試験

⑩ 心電図検査

⑪ 尿検査：尿糖と尿蛋白 尿潜血

大腸がん（便潜血）検査
SAS睡眠時無呼吸症候群検査
ストレスチェック・BNP(心疾患）
脳ドック検査

人間ドック並みの定期健康診断

プラス
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取組事例 ４

□H27.３ 就業規則の改訂

⇨ ７０歳までの契約社員として継続雇用



２‐４. 導入の成果

① 外部視点の取り入れにより、自社の強み・弱みを再確認

☞ できない時は外部の力を活用

② 全員アンケートによりニーズを把握

☞ 今後のヒント・方向性

③ 環境改善の必要性、福利厚生制度の見直し

☞ 女性の更衣室、健康づくり

④ PRされることによって社員の誇り

☞ 高齢者から感謝の言葉
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出典：高齢者雇用事例集より （一財）兵庫県雇用開発協会



２‐５. 今後改善すべき課題

期限を決めて実行

① シニア正社員制度から定年延長へ

② 短時間正社員制度の導入

高齢者雇用は、企業の社会的責任・ＣＳＲ活動の一環

社会全体としてさらに積極的に取り組む



第２ ＳＴＡＧＥのまえに

平成26年11月 国土交通政策研究所

「安全に関する企業風土測定ツール」の活用
１．強み

・現場運転士の基本行動・職務意識・人間関係への積極的意識はある

２．弱み

・経営者層の価値観・行動が浸透していない

・特に、従業員満足度が低く、半数が満足していない

・経営者層と現場のコミュニケーション不足により、経営者層の行動が

見えていない

・管理者・主任・リーダー育成について、熱心な指導・教育がなされて

いない。主任・班長運転士のリーダーシップ教育が不足している

・営業所間で差がある、職場ごとに固有の課題
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３．今後の方向性と取組み

（１）経営者層の意識改革

・運転士との乖離があることを認識し、緩やかな個別ミーティングを

定期的に実施

・特に所長が自信を持って相談指導できる体制

・運転士の不満を一つひとつ解決

（２）リーダー教育の充実

・広い視野を身に付けさせるために、バス系グループ4社による合同研修

・リーダーが活動できる時間と場所の提供

（３）定期的なアンケート調査

・活動の有効性を測定するために、3年に1回実施

・その都度、ＰＤＣＡサイクルを見直す

23



１．ひょうご仕事と生活の調和宣言
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・「ひょうご仕事と生活センター」（政労使三者）
・「ワーク・ライフ・バランス」の取組推進
・ 多様で柔軟な働き方による働きやすい
雇用就業環境の創出



□H27.4 女性更衣室・休憩室を整備

（環境整備支援助成金活用）

⇨女性従業員のES（従業員満足度）向上
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取組事例 ５

Before After



女性の雇用と活躍推進 「WLBのすすめ（ひょうごの先進企業事例集）」

26



□H28.10 配車・運行新システムの導入

（環境整備支援助成金活用）

⇨運転士の労働時間の平準化、労務管理を改善

取組事例 ６
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取組事例 ７

□H28.5 仕事と介護の両立実態把握アンケート

□H28.5 仕事と介護の両立セミナー（講師 社会保険労務士）

⇨相談しやすい体制づくり 「相談窓口」の設置

特に管理者意識の変化



仕事と介護の両立実態把握アンケート

29



女性・高齢者の雇用状況
H26.4 H28.4 H30.4

女性運転士 １名 ６名 ８名

65才～70才 ８名 ２６名 ３２名

70才以上 ０名 ５名 ５名
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安全指導業務へ参入（神姫バス研修センター）

□H25.6 運行管理者指導講習機関として認定

基礎・一般講習の実施

□H25.9 運転適性診断機関として認定

初任・適齢・特定Ⅰ診断の実施

⇨ 第一種交通カウンセラー養成計画に基づき

交通心理士を養成（神姫バスグループで14名）

取組事例 8



２．健康チャレンジ企業登録

働き盛り世代の健康リスク

従業員の健康管理を経営的な視点

「健康経営」に取組む
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□H26.10赤穂 H27.10山崎 H28.10相生

3営業所の物置・倉庫をトレーニングルームに改造

（健康づくり運動施設整備助成金）

⇨健康づくりの意識づけ
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AfterBefore

取組事例 ９



□H2７.10 高齢新入運転士の健康教育

（健康教育補助金）

⇨新しい健康づくり（シナプソロジー）と仲間づくり

取組事例 １０
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３．わが社の健康宣言（協会けんぽ）



36

取組事例 １１

□H2８.８ 会社全体での健康づくり

⇨『わが社の健康宣言』

休み明けは、出勤点呼時に体重測定をします

飲酒報告書に体重を記入します
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やらされている感
⇨自発的自己管理

点呼場に体重計
休み明けに測定記録
⇨休日明けを意識
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４．健康経営優良法人



「働きがい、生きがい」を持って働ける会社組織

少子高齢化の進展が早いローカルな地元密着型の企業として
存続するには、社員に選ばれ続けること

ワークライフバランスの精神である「お互いさま」を尊重しながら、

緩やかな心地よい繋がりがある組織の中で、

お互いの目標を大切にした取り組みを推進

目指す企業の将来像
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最後にちょっと一言
・ ある市長から

「バスは人に喜んでもらえる仕事です、自信をもってやって下さい」

・ 仕事と介護の両立セミナー講師から

「ある意味地方ほど、最先端でなければなりません」

・ プロ集団の立場から

「事故防止と言わない事故防止」

42ご清聴ありがとうございました


